
一般会計の中の社会保障費（歳出）
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税収に占める社会保障の割合

２７．０兆

国税
（徴収決定額）

社会保障

３６．２％
その他

６３．８％

社会保障

２０．９％
その他

７９．１％

その他

６４．８％
社会保障

３５．２％

６４．２兆

５８．８兆

1980

1990

2000

図2



社会保障の財源
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社会保障国庫支出分の伸びと国債残高の伸び
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・公的医療給付の目標管理と診療報酬・薬価改定の常態化○医療費の総量規制

・国保保険料の水準・賦課方法の見直し

・高齢者３割負担の導入
○高齢者負担の増加

・病床削減

・病診機能分化と連携

・医療機能の分化・連携の推進

・医療機関の情報提供・開示の強化・徹底

・医療機関の第三者評価の強化

・レセプトの電子化

○医療機関間の競争の促進

・レセプト点検の強化

・直接契約の促進

・医療費の地域差部分の適正化

・保険者の再編・統合

○保険者責任の強化

・重複検査の給付はずし

・介護・在宅医療へのインセンティブ設定

・長期入院患者の給付の引き下げ

・入院全般の包括払い化の推進

○診療報酬・薬価の引き下げ

・定額保険免責制の導入

・食費・ホテルコストの給付はずし

・その他、混合診療、特定診療費の弾力化・抜本的拡充

・市販類似薬品の給付はずし

・後発品の優遇

・先発薬の給付はずし

○給付の縮減

具体的内容項目

平成18年度 財務省の医療政策 図5


